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ゼロ・エネルギー・ビル

東京大学（駒場Ⅰ）理想の教育棟　完成
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概
要

理想の教養教育の実現　東京大学本部施設部　施設部長　平井　明成
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エネルギーの使用ゼロをめざす

設計コンセプト

（１０）（第３種郵便物認可） ２０１１年　（平成２３年）　６月２０日　（月曜日）

地下１階から３層吹き抜けの
「オープンスペースホール」

カフェテリア兼ねたホワイエ（地下１階）

正面中央部を東西に風が吹き抜ける

　東京大学駒場キャンパスで建設が進められて
いた「東京大学（駒場Ⅰ）理想の教育棟」がこ
のほど完成した。同施設は東京大学初めてのＩ
Ｔ支援型協調学習教室で、授業によって自由に
構成を変えられるようになっており、タブレッ
トＰＣやインタラクティブガラスボード（電子
黒板）など最新のＩＴ環境を組み合わせること
ができる。また「ゼロ・エネルギー・ビル（Ｚ
ＥＢ）」を目指し太陽光や地熱など自然エネル
ギー利用を極限まで高めているのが大きな特
色。設計は類設計室（建築）、監理は東京大学
キャンパス計画室・同施設部、施工は建築工事
が安藤建設、設備工事は新菱冷熱工業、米沢電
気工事、日立製作所がそれぞれ担当した。

「ゼロ・エネルギー・ビル」の概念・主要設備
１．ダブルスキン＋省エネウインドウシステム
〈建物全体〉
　総合的に通常以上の省エネ化を図る
　①固定外皮：壁として固定するパネル（断熱）
　②可動外皮：電動開閉式自然換気パネル＋窓

＋外付け電動ルーバー
　③透明外皮：特に透明性が必要な場所
〈オープンスペースホール〉
　省エネを図りながら透明性の高い環境を実現する
　・居住域：床下空調
２．地下水循環型冷房システム
　・井水用水冷ヒートポンプ
　・空冷ヒートポンプ
　・ボアホール
３．放射冷房システム
　・天井輻射パネル
　・デシカント空調機
４．太陽光発電システム
５．躯体蓄熱
６．ＡＩネットワークによる建物・空調
　・照明統合マネジメントシステム
７．雨水利用
８．自然光活動ＬＥＤ調光システム
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■工事名称／東京大学（駒場Ⅰ）理想の教育棟新営工事■工事場所／東京都目黒区駒場
３－８－１（東京大学構内）■建築主／国立大学法人東京大学■基本設計／東京大学キ
ャンパス計画室（加藤道夫）・同施設部、株式会社建築都市デザイン研究所（Ⅰ期＋Ⅱ
期）、株式会社類設計室（Ⅰ期）、株式会社ＴＳＧ（Ⅰ期）■実施設計／東京大学キャ
ンパス計画室（加藤道夫）・同施設部、〔建築〕株式会社類設計室東京事務所、〔設備〕
株式会社ＴＳＧ、〔照明〕株式会社Ｉ．Ｃ．Ｏ．Ｎ■監理：東京大学キャンパス計画室
（加藤道夫）・同施設部■施工者／建築工事：安藤建設株式会社、電気設備工事：米沢
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所■建築用途／大学■敷地面積／，．㎡■建築面積／．㎡■延床面積／，
．㎡■階数規模／地上５階地下１階■主要構造／Ｓ造一部ＲＣ造■基礎杭／場所打ち
コンクリート杭■建物高さ／．ｍ■工期／年５月７日～年５月日（ＮＥ
ＤＯ助成対象工事分は、年１月日まで）

　東京大学（駒場Ⅰ）理想の教育棟」の設計
にあたり、理想の教養教育環境の創出を目指
し、「アクティブ・ラーニング」「周辺環境
との共存」「ゼロ・エネルギー・ビル（ＺＥ
Ｂ）」の三つのコンセプトを設定しました。
　「アクティブ・ラーニング」とは、小グルー
プに分かれた学生達が課題に応じて自ら情報
を探索し、ディスカッションして答えを出し
ていく新しい能動的学習のスタイルで、この
ために、自在に構成を変える事ができる組み
合わせテーブルを用い、タブレット型ＰＣや、
複数の映像システム、壁面白板などの情報環
境を整備した大小のスタジオ（９室）を設置
しました。
　スタジオは、ガラスの仕切りでラウンジに
隣接させた見通しのよい空間構成とし、さら
に地下に設置されたレクチャーホール（
席）、オープンスペースホール、カフェテリ
アを兼ねたホワイエとの映像音声連携を図る
ことで、相乗効果による建物全体としての教
育環境の向上を図り、参加への期待が高まる
環境になっています。

　次に、駒場キャンパスの景観とアメニテ
ィーとの共存関係を目指しました。クスノキ
の大樹を保全し、ホール等の大空間は地下に
設置する事で高さを抑えています。
　「ゼロ・エネルギー・ビル（ＺＥＢ）」と
は、将来的にエネルギー使用をゼロにするた
めの技術開発とモニタリングを行うというコ
ンセプトで、理想の教育棟では、地熱等の自然
エネルギー利用を極限まで高めるとともに、
開口部の可変ルーバーによって時刻ごとの日
射制御を行い、さらにこれらを人工知能によ
って総合的に自動制御するシステムとしてい
ます。この人工知能自動制御システムの特徴
は、学生が参加し、学生とともに最適な制御
方法を学習していくことにあります。
　今後、この理想の教育棟が、現代社会が直
面する様々な課題の本質を捉え知識を再統合
する学習の場となり、社会の期待に応える学
生たちを育成していく事を心から期待してい
ます。
株式会社類設計室　ディレクター　田村正道
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